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撮影：尾形文繁、吉野純治、今祥雄

タ自動車。その最強軍団で何かが狂い始めた。リコールの急増や現場の疲弊が伝えるのは、トヨ
幹の問題に、本誌は総力分析を試みた。あぶり出された姿とは……。
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写真は名古屋駅前で建設が進むトヨタ営業部門の新拠点ビル



特集／トヨタが疲れている!!

崩 れ た
本誌：長谷川高宏、野村明弘、梅咲恵司

純益1兆円超えの好決算を連発し、日本中の企業が経営の手本と崇めるトヨ
タ最大の拠り所である品質の陰り。トヨタ自身、多くを語ろうとしないこの根　　

トヨタ

ザ
ー
の
間
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
米
Ｇ
Ｍ

（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
）
を
追
い
落

と
す
ほ
ど
の
成
長
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
は
ず
だ
。

特
に
ド
ル
箱
市
場
の
北
米
は
経
済
合
理

性
を
重
ん
じ
る
地
域
。
壊
れ
に
く
い
ト
ヨ

タ
車
は
中
古
車
市
場
で
値
崩
れ
せ
ず
、
下

取
り
価
格
を
高
く
維
持
で
き
る
。
だ
か
ら
、

リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
を
第
一
に
考
え
る
米

国
人
に
ト
ヨ
タ
車
は
人
気
が
あ
る
。
下
取

り
価
格
が
高
け
れ
ば
新
車
を
売
る
と
き
の

値
引
き
も
少
な
く
、
利
益
も
増
え
る
。
ま

さ
に
高
品
質
に
よ
る
好
循
環
が
成
立
し
て

い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
は
ト
ヨ
タ
車
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
高
級
車
の
レ
ク
サ
ス
も

「
壊
れ
に
く
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
や
Ｂ
Ｍ

Ｗ
を
従
え
、
米
高
級
車
市
場
の
販
売
ト
ッ

プ
に
君
臨
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
品
質
が

ト
ヨ
タ
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
好
循
環
が
永
遠
に
続
く
か
と

い
え
ば
、
そ
ん
な
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

品
質
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
で
も
落
ち
れ
ば
、

正
の
循
環
は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
へ
と
一
気

に
転
げ
落
ち
て
い
く
。
近
年
、
品
質
が
向

上
し
た
米
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
は
過
去
の
悪
い

イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
で
き
ず
、
今
も
販
売
不

振
か
ら
脱
出
で
き
な
い
。
品
質
イ
メ
ー
ジ

ヨ
タ
が
お
か
し
い
。
世
間
が
そ
う

感
じ
始
め
た
矢
先
の
出
来
事
だ
っ

た
。７

月
11
日
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。
欠
陥
車
を
放
置
し
、
人

身
事
故
を
起
こ
し
た
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
の

元
品
質
保
証
部
長
な
ど
３
人
が
書
類
送
検

さ
れ
た
の
だ
。
事
件
を
担
当
し
た
の
は
、

４
年
前
に
三
菱
自
動
車
の
リ
コ
ー
ル
隠
し

を
摘
発
し
た
熊
本
県
警
。
日
本
中
が
そ
の

経
営
手
法
を
学
ぼ
う
と
す
る
ト
ヨ
タ
の
信

じ
ら
れ
な
い
不
祥
事
だ
。

ト
ヨ
タ
は
弱
り
目
に
た
た
り
目
で
あ

る
。
米
セ
ク
ハ
ラ
訴
訟
、
国
内
レ
ク
サ
ス

不
振
…
…
。
た
だ
で
さ
え
バ
ッ
ド
ニ
ュ
ー

ス
が
重
な
る
。
そ
し
て
あ
ろ
う
こ
と
か
、

こ
こ
に
来
て
大
規
模
リ
コ
ー
ル
が
頻
発
。

金
看
板
だ
っ
た
は
ず
の
品
質
ま
で
も
が
世

間
に
広
く
問
題
視
さ
れ
始
め
た
。
５
月
の

決
算
発
表
で
は
、
社
長
の
渡
辺
捷
昭
自
ら

「
品
質
は
わ
れ
わ
れ
の
命
脈
。
社
長
と
し

て
解
決
す
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
。
新
年
度

の
方
針
で
も
第
一
に
取
り
上
げ
る
」
と
改

善
を
力
説
し
た
ば
か
り
。
そ
ん
な
さ
な
か

に
起
き
た
刑
事
事
件
は
、
ト
ヨ
タ
の
高
品

質
イ
メ
ー
ジ
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
か
ね

な
い
。

長
年
、
品
質
は
ト
ヨ
タ
の
存
立
基
盤
と

し
て
機
能
し
て
き
た
。「
ト
ヨ
タ
車
は
壊

れ
に
く
い
」。
そ
ん
な
共
通
認
識
が
ユ
ー

ト

最強の現場最強の現場
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日本企業で初め
て経常利益1兆
円突破�

米フォードを抜き世
界第2位の世界販
売台数を達成�

トップが「兵站線が延
びきっている」と繰り
返し発言�

連結売上高20兆円、�
経常利益2兆円を突破。�
最高利益を連続更新中�

台
数
を
も
上
回
る
史
上
最
悪
の
状
態
だ
。

国
内
の
リ
コ
ー
ル
対
象
台
数
全
体
に
お

け
る
各
社
の
比
率
を
算
出
し
て
み
て
も
、

ト
ヨ
タ
の
シ
ェ
ア
だ
け
が
大
幅
に
ア
ッ
プ

し
て
い
る
（
37
�
図
）。
日
本
国
内
ほ
ど

目
立
た
な
い
が
、
米
国
で
の
リ
コ
ー
ル
台

数
も
昨
今
、
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
ト

ヨ
タ
の
品
質
問
題
が
他
社
以
上
に
深
刻
な

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

日
産
自
動
車
、
ホ
ン
ダ
を
含
め
た
国
内

大
手
３
社
の
リ
コ
ー
ル
内
容
を
見
て
い
く

と
、
ト
ヨ
タ
で
は
足
回
り
（
操
舵
系
を
含

む
）
や
駆
動
系
の
強
度
不
足
・
耐
熱
性
不

足
が
比
較
的
目
立
つ
。
少
な
く
と
も
国
土

交
通
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る

２
０
０
１
年
以
降
の
デ
ー
タ
を
見
る
か
ぎ

り
、
リ
コ
ー
ル
と
な
っ
た
不
具
合
が
人
身

事
故
に
発
展
し
て
い
る
の
は
３
社
の
う
ち

ト
ヨ
タ
だ
け
だ
。
警
察
の
摘
発
を
受
け
た

「
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ
」
の
リ
コ
ー
ル

（
04
年
10
月
）
の
ほ
か
に
も
、
05
年
５
月

に
届
け
出
た
「
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
プ
ラ

ド
」「
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
サ
ー
フ
」の
リ
コ
ー

ル
で
人
身
事
故
が
発
生
。
い
ず
れ
も
足
回

り
の
不
具
合
が
原
因
で
起
き
て
い
る
。

本
誌
が
整
理
し
た
大
手
３
社
の
リ
コ
ー

ル
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
家
（
エ
ン
ジ
ニ

ア
）
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
足
回
り

の
不
具
合
は
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
て
し
ま

う
以
上
に
危
険
性
が
高
い
。
日
産
・
ホ
ン

ダ
と
比
較
し
て
ト
ヨ
タ
の
安
全
率
が
低
い

の
は
リ
コ
ー
ル
結
果
か
ら
見
て
間
違
い
な

い
」
と
の
回
答
が
返
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
あ
る
だ
け
に
、
ト
ヨ

タ
も
問
題
潰
し
に
必
死
だ
。
今
年
６
月
に

は
従
来
１
人
だ
っ
た
品
質
担
当
副
社
長
を

２
名
に
増
員
。
品
質
問
題
専
任
の
専
務
も

新
た
に
置
く
な
ど
、
事
は
経
営
首
脳
の
組

織
改
変
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル
が
急
増
し
た
の

は
、
な
ぜ
か
。
そ
れ
を
確
か
め
る
べ
く
本

誌
は
国
交
省
の
公
表
デ
ー
タ
を
基
に
検
証

を
試
み
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
浮
か

の
低
下
は
業
績
の
悪
化
に
直
結
す
る
。

株
式
市
場
も
ト
ヨ
タ
の
品
質
問
題
を
注

視
し
て
い
る
。
事
件
を
受
け
て
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
が
発
表
し
た
リ
ポ

ー
ト
に
は
、
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
こ
ん
な

文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

「
ト
ヨ
タ
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
は
高
品
質

に
裏
付
け
さ
れ
た
消
費
者
か
ら
の
絶
対
的

信
頼
に
あ
る
。
こ
れ
が
崩
れ
る
と
（
販
売
）

ス
ケ
ー
ル
は
多
大
な
コ
ス
ト
負
担
に
変
貌

す
る
」

本
誌
が
国
内
大
手
３
社
の
リ
コ
ー
ル
届

け
出
件
数
・
台
数
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

ト
ヨ
タ
だ
け
が
一
貫
し
て
リ
コ
ー
ル
台
数

を
拡
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

（
左
図
）。
そ
の
規
模
は
過
去
２
年
、
業
界

断
ト
ツ
の
１
９
０
万
台
前
後
。
年
間
販
売

断トツに多い！  トヨタのリコール台数�
（万台）�

00年度� 01 02 03 04 05
（注）ホンダのリコール件数には２輪車は含まれていない　�
（出所）国土交通省、日本自動車販売協会連合会�
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国内大手３社のうちトヨタ
のリコールだけが増加。全
体のリコールに占めるトヨ
タ車のシェアも右肩上がり
だ（37�円グラフ）。トヨ
タがリコールした車種の製
造開始時期を見ていくと、
95年度と00年度前後に問題

が集中していることがわか
る。石橋をたたいても渡ら
なかったトヨタが、奥田氏
の指揮で攻めに転じた時期
に問題の種がまかれていた
可能性がある。急拡大路線
の弊害が今になって表れて
きたとはいえないか。

リコール急増は
急拡大路線の弊害！？

奥田・張路線の継承者。
米ＧＭを抜き、世界最大
の自動車メーカーとなるこ
とが目前。現場の足元固
めや危機意識を伝播する
使命も担う

２００５年６月～

渡辺捷昭

奥田時代に始まったグロー
バル展開を一段と推進。欧

１９９９年６月～２００５年６月

張富士夫

トヨタの世界生産
05年736万台

州・中国・新興国へと次々
に拠点を広げ、世界生産で
米フォードを抜いた
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00
年
度
前
後
に
問
題
集
中

奥
田
時
代
に
原
因
が
…
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バブル絶頂の好
景気の中、トヨタ
国内生産は420
万台の過去最高
を記録�

連結売上高10
兆円を突破�

世界初のハイブ
リッド車「プリウ
ス」を発売�

「国内シェア40％回復」が至
上命題に。販売チャネル改革
に加え、車種の大幅な整理・
見直し進む�

バブル崩壊、円高直撃、
第2次日米自動車摩擦
などが勃発。業績低迷
に苦しむ�

奥田碩社長就任。「何も変えな
いことが最も悪い」と開発・販
売などで大改革、現在に至る急
拡大路線が始まる�

米インディアナ工場の建設を
発表。以後、北米や欧州など海
外新工場立ち上げや国内増産
が加速する�

小型車「ヴィッツ」発売。部品共通化
や設計の簡素化が進展。設計のデジ
タル化も加速し、新車開発期間が短縮�

総原価30％削減目指す
「CCC21」活動を開始。
系列外の部品メーカーと
も取引活発化�

仏工場稼働開
始。以後、米
アラバマ、東
欧などで新工
場立ち上がり、
増産が一段と
加速する�

トヨタの生産時期別リコール台数・件数�

特集／トヨタが疲れている!!

び
上
が
っ
て
き
た
の
は
「
急
成
長
の
ひ
ず

み
」
あ
る
い
は
「
現
場
の
疲
労
」
と
で
も

い
う
べ
き
構
造
問
題
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル
は
01
年
度
〜
02
年

度
に
か
け
て
急
増
、
05
年
度
に
は
史
上
最

大
規
模
に
達
し
た
。
し
か
し
、
リ
コ
ー
ル

は
過
去
に
販
売
し
た
車
が
対
象
で
あ
り
、

実
際
に
車
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
リ
コ
ー
ル

が
出
さ
れ
る
ま
で
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
る
。
つ
ま
り
、
ト
ヨ
タ
で
今
、
リ
コ
ー

ル
が
急
増
し
て
い
る
の
は
「
過
去
」
に
問

題
が
あ
る
。
ト
ヨ
タ
は
目
下
、
生
産
を
急

拡
大
し
て
い
る
最
中
。
こ
の
ま
ま
品
質
問

題
に
有
効
な
手
が
打
た
れ
な
け
れ
ば
、「
08

〜
10
年
に
ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル
は
今
の
規

模
を
も
上
回
り
、
史
上
最
悪
と
な
る
可
能

性
が
高
い
」（
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
平
井
紀
明
）。

問
題
は
ど
こ
に
さ
か
の
ぼ
る
の
か
。
そ

の
時
期
を
特
定
す
る
た
め
に
、
リ
コ
ー
ル

対
象
車
の
製
造
開
始
時
期
を
整
理
し
て
み

る
と
、
１
９
９
５
年
度
と
00
年
度
に
製
造

を
開
始
し
た
車
種
で
リ
コ
ー
ル
が
突
出
し

て
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
上
図
）。

95
年
と
い
え
ば
現
相
談
役
の
奥
田
碩
が

社
長
に
就
任
し
、
ト
ヨ
タ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
を
加
速
し
始
め
た
時
期
。
そ
し
て
、

99
年
度
〜
00
年
度
は
矢
継
ぎ
早
に
設
立
し

た
海
外
拠
点
が
い
よ
い
よ
動
き
出
し
、
世

界
生
産
が
急
拡
大
を
始
め
る
直
前
だ
。
ト

ヨ
タ
は
01
年
に
世
界
シ
ェ
ア
10
％
を
突

破
、
03
年
に
米
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
を

抜
い
て
販
売
規
模
で
世
界
第
２
位
の
座
に

日米貿易摩擦の最中に社
長就任。対米自動車輸出
規制を受け、８４年に北米
現地生産を開始、海外展
開を本格始動させた

１９８２年７月～９２年９月

豊田章一郎

１９９５年８月～９９年６月

バブル崩壊後の難しい時期に
社長登板。国内販売シェア低

１９９２年９月～９５年８月

豊田達郎

（注）各リコール車の生産期間の初めを生産時期
として統一
（出所）国土交通省　※1993年4月～直近までの
「リコール届出」を基に、東洋経済が作成

８２年の工販合併以来、初
めて豊田家以外から社長
に。大企業病がささやか
れていたトヨタを攻めの社
風に転換。ハイブリッド車
投入も後押し

奥田 碩

下、日米自動車摩擦、
円高など課題が山
積。高血圧症で倒れ、
社長交代
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この際、同じモデル（型式）で同様の不
具合が多発していたり、明らかに重大な
問題が起きた場合は、メーカーが即座に
調査に乗り出すことになる。問題を放置
しておけば、ユーザーの安全がおびやか
されるだけでなく、対策コストの増加、
ブランドイメージの失墜など問題がどん
どん深刻になっていくからだ。
メーカーはディーラーなどへの聞き取
り調査のほか、問題となった部品の回
収・解析、製造履歴の確認などを進め、
どのような条件で問題が起きるのか、問
題に再現性はあるのか、また製造工程の
どこで問題が起きたのかを確かめ、原
因・対策方法を特定していく。そして、
設計か製造のどちらかに原因がある場合
には、通達で決められた書式に対象車種、
不具合の内容、原因、対策などを記入し、
国土交通大臣宛にリコールを届け出なけ
ればならない。メーカー側は代表取締役
の名前で書式を提出するのが通例であり
「リコールにはそれだけの重みがある」
（国交省）と解されている。ちなみにトヨ
タでは、リコ
ールの届け出
は担当専務の
承認を必要と
する役員決裁
事項だ。
リコールを

届け出た後、メーカーは当該車種のオー
ナーに不具合を通知、ディーラーなどで
実際に対策を進める。設計に問題があれ
ば部品を対策品に変更し、製造に問題が
あれば正しく製造された部品と交換する
のが一般的だ。届け出たリコールが確実
に実施されるよう、回収・修理の進捗状
況は四半期ごとに国交省へ報告すること
が義務づけられている。

内全体のリコール届け出は、三菱
自動車のリコール隠し発覚の影響

で増え続けていると報じられることが多
いが、件数・台数ともにピークは04年
度。05年度は件数・台数ともに減少し、
過去２番目の水準だった。ただ、最近は
部品の共通化が増えてきており、大規模
リコールが起きやすい状況にある。
国交省の資料によれば、国産車の不具
合発生要因は設計が７割、製造が３割
（04年度データ）と設計に問題があるこ
とが多い。中でも、部品の強度不足など
「評価基準の甘さ」が不具合発生要因の半
分を占めており、メーカーの品質基準設
定に問題がある可能性を示唆している。

動車メーカーに義務づけられてい
る無償回収・修理の制度。欠陥車

による事故を未然に防ぎ、ユーザーを保
護することを目的としている。メーカー
の設計や製造が原因で、自動車やオート
バイの安全性や公害防止機能が法律（保
安基準）に適合しない、あるいは適合し
なくなるおそれがある場合に適用される。
メーカーが国土交通省に届け出たうえで、
該当する自動車を無料で回収し修理する
ことが道路運送車両法によって定められ
ており、違反した場合には罰則を受ける
（法人の場合、２億円以下の罰金）。
リコール制度が導入されたのは1969

年。欠陥車問題が国会で取り上げられ、
国民の大きな関心事となったことが背景
にある。米国を起点に盛り上がった消費
者運動も導入のきっかけとなった。しか
し、長らく通達上の制度にとどまり、法
令化されたのは95年と比較的最近。この
ときメーカーへの勧告・罰則規定も整備
された。その後、富士重工業、ダイハツ
工業、三菱自動車工業とリコール隠しが
次々に発覚。98年と2003年の２度にわた
り罰則が強化され、今日に至る。

コール届け出までの一般的なケー
スを整理すると、まずユーザーか

らのクレームが発端となることが多い。
クレームはディーラーや自動車整備工場
を通じて、メーカーに逐次報告される。

リコール制度

写真のヴィッツ（左）とラクティスは兄
弟車。部品共通化の代表例だ

トヨタでは役員決裁事項§重み¶ある法規制

自
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ナ
リ
ス
ト
）
と
の
情
報
も
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ

21
に
始
ま
っ
た
大
規
模
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
、開
発
現
場
の
負
荷
増
大
、デ
ジ
タ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
よ
る
試
作
・

テ
ス
ト
の
縮
小
、そ
し
て
部
品
メ
ー
カ
ー

に
対
す
る
丸
投
げ
の
増
加
―
―
な
ど
が
品

質
問
題
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

問
題
は
設
計
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
リ
コ

ー
ル
が
急
増
し
た
00
年
度
〜
06
年
５
月
末

を
見
る
と
、
設
計
ミ
ス
と
製
造
不
良
が

半
々
（
件
数
ベ
ー
ス
、
本
誌
調
査
）
で
、

製
造
不
良
の
リ
コ
ー
ル
は
業
界
平
均
の
３

割
を
上
回
る
。
中
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

固
定
す
る
ナ
ッ
ト
を
つ
け
忘
れ
た
と
い
う

目
を
疑
う
よ
う
な
ポ
カ
も
あ
り
、
問
題
は

か
な
り
広
範
に
広
が
っ
て
い
る
模
様
だ
。

近
年
、
ト
ヨ
タ
の
増
産
ス
ピ
ー
ド
は
す

さ
ま
じ
く
、
03
年
以
降
は
年
間
60
万
〜
70

万
台
も
の
増
産
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

富
士
重
工
業
ク
ラ
ス
の
会
社
を
１
年
に
１

社
生
み
出
す
に
等
し
い
。
製
造
現
場
か
ら

も
「
速
度
を
緩
め
る
べ
き
だ
」（
製
造
系

幹
部
）
と
の
懸
念
が
た
び
た
び
表
明
さ
れ

て
い
る
が
、
ト
ヨ
タ
は
「
停
滞
は
衰
退
に

つ
な
が
る
」（
渡
辺
社
長
）
と
し
て
、
ス

ピ
ー
ド
を
緩
め
よ
う
と
は
し
な
い
。

し
か
し
今
年
１
月
、
そ
ん
な
拡
張
路
線

に
再
考
を
促
す
よ
う
な
出
来
事
が
起
き

る
。
２
０
１
０
年
に
向
け
た
社
内
経
営
計

画
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
議
題
に
上
っ
た
取
締
役
会
。
北
米
や
中

国
な
ど
次
々
に
新
工
場
の
計
画
が
披
露
さ

れ
る
中
、
名
誉
会
長
の
豊
田
章
一
郎
が
口

就
く
が
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
快
進
撃
の
素
地

が
築
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
問
題
の
種

が
ま
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

奥
田
時
代
に
ト
ヨ
タ
は
あ
ら
ゆ
る
変
革

を
行
っ
て
い
る
。
車
種
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は

大
幅
に
見
直
さ
れ
、
同
時
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
（
車
台
）
の
統
廃
合
が
進
展
。
部
品

の
共
通
化
も
積
極
的
に
展
開
し
た
。
設
計

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
大
き
く
進
ん
だ
の
も
こ

の
こ
ろ
だ
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
開
発
期
間

は
劇
的
に
短
く
な
っ
た
。

99
年
に
発
売
さ
れ
た
世
界
戦
略
車
「
ヴ

ィ
ッ
ツ
」
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
ス
タ
ー
レ

ッ
ト
に
対
し
30
％
の
原
価
低
減
が
目
標
に

掲
げ
ら
れ
、
コ
ス
ト
削
減
の
実
験
場
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
蓄
え
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に

00
年
か
ら
は
総
原
価
30
％
削
減
を
狙
っ
た

大
規
模
な
コ
ス
ト
削
減
活
動
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
21
」

が
グ
ル
ー
プ
総
掛
か
り
で
始
ま
る
。
99
年

に
は
年
齢
給
を
廃
止
し
、
能
力
重
視
の
新

賃
金
制
度
も
導
入
し
て
い
る
。

あ
る
自
動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
問
題
の

根
っ
こ
に
は
設
計
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る

と
話
す
。「
日
本
の
大
学
で
は
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
図
面
を
描
く
）
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
教
育

が
不
十
分
で
ト
ヨ
タ
の
設
計
者
も
Ｃ
Ａ
Ｄ

が
十
分
に
使
い
こ
な
せ
な
い
。
だ
か
ら
、

実
際
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
図
面
を
書
く
作
業
は
外

注
頼
み
。
設
計
者
と
図
面
を
書
く
人
間
が

別
々
だ
か
ら
、
当
の
設
計
者
も
問
題
に
気

特集／トヨタが疲れている!!

づ
か
な
い
。
そ
れ
で
も
何
と
か
や
っ
て
こ

れ
た
の
は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
が
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
た
か
ら
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
職
人
た
ち
も
徐
々
に
現
場
か
ら
離

れ
、
い
よ
い
よ
ボ
ロ
が
出
始
め
た
」。

系
列
部
品
メ
ー
カ
ー
の
社
員
か
ら
は
、

こ
ん
な
証
言
が
飛
び
出
す
。「
急
ピ
ッ
チ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
で
ト
ヨ
タ
さ
ん
の
現

場
は
慢
性
的
な
人
不
足
。
し
か
し
、
技
術

者
養
成
に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
、
人
手

は
ど
ん
ど
ん
手
薄
に
な
り
、
部
品
メ
ー
カ

ー
へ
の
丸
投
げ
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

象
徴
的
な
の
が
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
主
要
部

品
は
、
こ
れ
ま
で
ト

ヨ
タ
さ
ん
が
全
部
自

分
で
や
る
と
言
っ
て

き
た
の
に
、
最
近
は

そ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

関
連
の
部
品
ま
で
外

注
し
始
め
て
い
る
」。

『
製
造
現
場
か
ら

見
た
リ
コ
ー
ル
の
内

側
』（
日
本
実
業
出

版
社
）
で
自
動
車
開

発
の
実
情
を
描
い
た

自
動
車
部
品
メ
ー
カ

ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
・

五
代
領
は
、「
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
人
間

に
は
部
品
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
」
と
指

摘
す
る
。「
エ
ン
ジ
ン
は
自
分
の
と
こ
ろ

で
図
面
を
書
い
て
組
み
立
て
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
部
品
に
関
し
て
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
い
。
本
質

的
に
部
品
の
技
術
は
部
品
メ
ー
カ
ー
が
握

っ
て
い
る
」。

今
年
５
月
、
ト
ヨ
タ
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ

部
品
の
強
度
不
足
で
56
万
台
を
超
え
る
リ

コ
ー
ル
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
「（
製
造

を
行
っ
た
）
光
洋
精
工
（
現
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
）
の
１
個
１
０
０
０
円
の
ピ
ン
を
ケ
チ

っ
た
た
め
に
起
き
た
」（
外
資
系
証
券
ア本社地区の開発センター。これは夜10時半過ぎの光景。深夜０時を回っても灯りは消えない
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手
薄
に
な
っ
た
開
発
部
隊

製
造
で
信
じ
ら
れ
な
い
ミ
ス
も



を
開
い
た
。「
ト
ヨ
タ
は
い
つ
か
ら
こ
ん

な
会
社
に
な
っ
た
の
か
。
結
論
を
急
ぐ
こ

と
は
な
い
。（
販
売
動
向
を
見
な
が
ら
）

じ
っ
く
り
と
考
え
、
決
め
た
ら
や
る
。
そ

れ
が
ト
ヨ
タ
だ
」。
章
一
郎
の
発
言
に
首

脳
陣
は
凍
り
つ
き
、
新
工
場
計
画
の
多
く

が
保
留
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

規
模
拡
大
ば
か
り
を
急
ぐ
今
の
ト
ヨ
タ

に
章
一
郎
自
身
、
不
安
を
抱
い
た
の
だ
ろ

う
。
外
部
か
ら
見
て
い
て
も
、
現
場
の
疲

弊
を
示
す
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

豊
田
市
ト
ヨ
タ
町
。
本
社
敷
地
内
に
建

て
ら
れ
た
開
発
拠
点
「
ト
ヨ
タ
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
」
は
夜
中
の
０
時
を
過
ぎ
て

も
灯
り
が
落
ち
る
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
電
気
が
つ
い
て
い
る
と
い
っ
た
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
ビ
ル
全
体
の
半
分
程
度

は
電
気
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
。
こ
ん
な
光
景

は
、
東
京
の
金
融
街
・
大
手
町
で
す
ら
な

か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

04
年
あ
た
り
か
ら
は
ト
ッ
プ
自
ら
「
兵へ

い

站た
ん

が
延
び
き
っ
て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
頻
繁
に
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
系

列
会
社
幹
部
も
「
残
業
も
、
期
間
従
業
員

の
レ
ベ
ル
も
限
界
」
と
異
口
同
音
に
語
る
。

だ
が
、
ト
ヨ
タ
本
体
の
従
業
員
数
は
増
え

る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
。
１

人
当
た
り
国
内
生
産
台
数
は
98
年
以
降
10

台
以
上
も
増
え
た
（
32
�
表
）。

ト
ヨ
タ
の
国
内
生
産
は
、
ト
ヨ
タ
と
系
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現
場
は
疲
労
困
憊

10
年
ぶ
り
の
分
岐
点
？

初公開！ トヨタのリコール全データ（2000年度～直近までの国内）�

届出日� 車種� 不具合装置� 対象台数�
（台）�

製造期間� 内容� 設計�
ミス�

製造�
不良�

06年�
5月30日

06年�
5月16日

06年�
4月12日

06年�
4月4日

06年�
4月4日

06年�
3月28日

06年�
2月23日

06年�
1月19日

05年�
11月8日

05年�
10月18日

05年�
10月18日

05年�
9月15日

05年�
9月15日

05年�
8月31日

05年�
7月13日

05年�
5月31日

05年�
5月31日

05年�
5月16日

05年�
4月19日

02年9月～�
05年11月

96年4月～�
99年1月

05年7月～�
05年12月

95年9月～�
05年10月

95年9月～�
05年10月

03年10月～�
05年12月

05年9月～�
05年12月

95年5月～�
95年7月

98年4月～�
03年9月

00年5月～�
02年8月

00年5月～�
02年8月

01年3月～�
01年11月

04年7月～�
05年2月

99年12月～�
00年12月

93年5月～�
99年6月

03年9月～�
05年2月

03年9月～�
05年2月

01年5月～�
02年10月

96年7月～�
01年6月

565,756

107,767

11,109

74,089

81

25,847

18,257

246,592

1,272,214

4,388

36,612

70,758

110,951

110,688

23,823

1,668
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�

ランドクルーザープラド�

レクサスGS、レクサスIS�

�

グランビア、ハイエース、レジアス等�

�

ラクティス�

RAV4�

�

カローラ、カローラフィールダー�

�

エスティマハイブリッド�

ノア／ヴォクシー、エスティマ�

エスティマ�

ライトエース、タウンエース�

クラウン、マークX�

クラウン、マークX�

�

クラウンパトロールカー（警察車）�

ステアリング機構�

アクスルシャフト�

シートベルト�

ブレーキ倍力装置�

プロペラシャフト�

エアバッグ�

シートベルト�

�

エンジン�

�

前照灯�

配線�

駐車ブレーキ�

排ガス減少装置�

プロペラシャフト�

�

ブレーキ倍力装置�

�

ブレーキ倍力装置�

ウィッシュ、アイシス、プリウス、カローラフィ
ールダー、カローラランクス、アレックス、
カローラスパシオ、ラクティス�

強度不足、ハンドルとギアボッ
クスの連結部が外れたり折れる�

強度不足、フランジ付け根に亀
裂が生じ折損、車輪が外れる�

前席ベルト巻き取り装置に製造
不良、ベルトが引き出せない�

ゴム製ダイヤフラムの耐熱性
不足で亀裂発生、制動力低下�

熱対策不足、潤滑性能が低下
し破損、走行不能に�

膨張装置の組み付け工程が不
適切、エアバッグが開かない�

固定ナットが取り付けられて
おらず、乗員を拘束できない�

塗装不適切で錆が発生、折損、
走行不能に�

コンロッド組み付け不適切、ボ
ルトが腐食・折損、走行不能に�

固定方法に問題、ブレーキパ
イプを傷つけ制動力低下�

スイッチ内部の接点形状が不
適切、点灯不良�

発熱し断線、走行中にエンジン・
モーター停止、再始動不能に�

固定ナット締め付け不足、駐車
ブレーキが利かなくなる�

点火コイル内部の巻き線取り
回しが不適切、触媒損傷�

ユニバーサルジョイント部が過
熱、摩耗・破損し、走行不能に�

オーリング形状が不適切、亀
裂が発生し燃料が漏れる�

ゴムシール形状が不適切、制
動液漏れで制動力低下�

ボールジョイントの組み付け
不適切、外れて走行不能に�

ゴム製ダイヤフラムの耐熱性
不足で亀裂発生、制動力低下�

グランビア、ハイエース、レジアス
等（救急車）�

セルシオ、クラウン、マークX、�
プリウス、ヴィッツ 

ハイエース、ハイラックス、クラウ
ン、チェイサー、コンフォート、ダイナ�

スプリング／�
エアサス�

サスペンションア
ーム／ロッド�

パワステ油圧パ
イプ�

燃料ホース／�
パイプ�

ランドクルーザープラド、�
ハイラックスサーフ�

カローラ、アレックス、カローラランクス、カローラ
フィールダー、カローラスパシオ、ヴィッツ、プラッツ、
ファンカーゴ、bB、イスト、WiLL、RAV4

デジタル化された設計
シミュレーションやテ
ストでミスが出たケー
ス。部品が必要以上に
簡素化され、強度不足
となった

最高品質をうたう「レク
サス」が安全装置のシー
トベルトでリコール。
「イメージダウンだ」と
トヨタ関係者は悔やむ

シートベルトで固定ナッ
トのつけ忘れという信じ
られないミスも

過去最大の127万台の
リコール。部品共通化
が巨大なリコール台数
につながった

物損事故　1件発生

人身事故　1件発生



特集／トヨタが疲れている!!

列
の
車
両
組
み
立
て
会
社
が
半
分
ず
つ
担

当
し
て
い
る
の
で
単
純
に
は
結
論
づ
け
ら

れ
な
い
が
、
開
発
や
生
産
の
効
率
化
で
生

産
性
が
上
が
っ
た
反
面
、
現
場
の
負
荷
が

高
ま
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
事
実
だ
。
本
体

の
従
業
員
が
増
え
な
い
一
方
、
臨
時
従
業

員
の
数
は
こ
こ
３
年
で
２
倍
以
上
に
拡

大
。
01
年
と
03
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
が

発
覚
し
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
２
度
も

是
正
勧
告
を
受
け
て
い
る
。「
従
業
員
が

体
を
壊
し
て
長
期
入
院
・
長
期
療
養
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
他
の
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
、

圧
倒
的
に
多
い
」（
独
立
系
部
品
メ
ー
カ

ー
の
技
術
者
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

今
年
１
月
に
は
既
存
労
組
と
は
別
の
第

２
組
合
が
発
足
、
ト
ヨ
タ
系
企
業
の
労
働

環
境
改
善
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
５
月
に
は
、
出
向
先
だ
っ
た
ト
ヨ

タ
の
過
密
労
働
が
原
因
で
う
つ
病
に
な
っ

た
と
し
て
、系
列
部
品
メ
ー
カ
ー
・
デ
ン
ソ

ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ト
ヨ
タ
と
デ
ン
ソ
ー

を
相
手
に
労
災
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

「
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
高
収
益
・

高
賃
金
と
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
長
時
間
・
過
密
労
働

を
強
い
ら
れ
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
疲
れ

果
て
て
い
る
多
く
の
従
業
員
が
い
る
。
私

が
提
訴
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
苛
酷

な
労
働
環
境
を
少
し
で
も
改
善
し
た
い
」

（
法
廷
で
の
原
告
意
見
陳
述
）。

原
告
は
92
〜
94
年
と
99
〜
00
年
の
２

度
、
ト
ヨ
タ
に
出
向
し
て
い
る
が
、
１
回

目
と
２
回
目
と
で
は
ま
る
で
職
場
の
光
景
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�

05年�
4月12日

05年�
4月12日�

04年�
12月7日

04年�
11月18日

04年�
11月18日

04年�
11月4日

04年�
10月27日

04年�
10月26日

04年�
10月26日

04年�
9月14日

04年�
7月22日

04年�
7月22日

04年
7月8日

03年�
11月25日

03年�
9月30日

03年�
9月30日�

03年�
5月20日

03年�
5月8日

03年�
3月6日

04年10月～�
05年2月

95年12月～�
01年9月�

01年4月～�
02年4月

99年1月～�
04年8月

99年1月～�
04年8月

89年11月～�
00年4月

02年10月～�
02年11月

88年12月～�
96年5月

03年7月～�
04年6月

99年7月～�
00年7月

2004年6月�

03年8月～�
03年10月

2004年5月

02年5月～�
03年9月

99年9月～�
00年1月

00年10月～�
03年6月�

95年3月～�
99年2月

96年3月～�
97年9月

02年12月～�
03年2月

5,256

251

168,049

544,172

653,715

68

330,496

9,141

176,372

86

5,432

8

1,012

18,890

189,895

724,419

9

32,416

○�

○�

○�

�

○�

○�
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�

○�

�

�

�

�

○�

○�

○�

�

○�

○�

○�

○�

○�

�

○�

�

ヴィッツ�

コースター、メガクルーザー�

イプサム、ノア�

シエンタ�

�

ハイエース�

ハイエース�

ハイラックス、ハイラックスサーフ�

ライトエース�

ファンカーゴ、bB、セリカ、MR-S�

ウィッシュ、プレミオ�

プリウス�

クラウン�

ライトエースバン（四輪駆動車）�

クラウン�

�

�

型式KC-BU（通称名なし）�

�

材質が不適切、腐食が生じ燃
料が漏れる�

燃料ホース／�
パイプ�

�

�

燃料ポンプ�

制動灯�

制動灯�

配線�

ステアリング機構�

ステアリング�

ブレーキ�

無段変速機�

エンジン�

ブレーキ�

手動変速機�

燃料噴射装置�

燃料ポンプ�

ステアリング�

�

シートベルト�

製造時の異物除去が不十分、
内部損傷で作動しなくなる�

制動灯スイッチの接点部形状
が不適切、点灯しなくなる�

赤色レンズの耐候性不足、レン
ズが退色、保安基準不適合に�

警察車の警告灯・サイレンの
配線容量不足、熔損する�

強度不足、リレーロッドに亀裂
が生じ折損、操舵できなくなる�

ギアボックス固定ブラケットの板
厚に薄いものがあり、損傷する�

倍力装置の内部洗浄不適切、
シール不良となり制動力低下�

油圧逃し弁の加工不適切、駆
動力の伝達不足で走行不能に�

エンジンルームの防水シールに
隙間、水が入りエンジン不調に�

後輪キャリパ固定ボルトの座
面加工が不適切、緩みを生じる�

副変速機の入力軸加工が不
適切、潤滑油が漏れギア損傷�

燃料圧力センサ締め付け不十
分、取り付け部から燃料漏れ�

チェックバルブ締め付け部に
緩みが発生、燃料が漏れる�

ウィッシュ、シエンタ、プリウス、カローラフィ
ールダー、ラウム、エスティマ、エスティマハイ
ブリッド、ハリアー、アルファードハイブリッド�

クラウン、マークⅡヴェロッサ、マー
クⅡブリット、プログレ／ブレビス�

届出日� 車種� 不具合装置�
対象台数�
（台）�

製造期間� 内容� 設計�
ミス�

製造�
不良�

エンジン（コンピ
ュータ）�

サスペンションア
ーム／ロッド�

IC保護が不適切、電気ノイズ
でIC損傷、エンストしたりする�

ボールジョイントソケット部の
強度不足、外れて走行不能に�

クラウン、クラウンパトロールカー、クラ
ウン道路巡回車、マークⅡ、チェイサー�

プロボックス、イスト、WiLL、ライト
エース�

サスペンション
アーム／ロッド�

ギアボックス固定ブラケットの
溶接に不適切なものあり、損傷�

ボールジョイントソケット部の
強度不十分、外れて走行不能に�

ベルトバックル内の金具加工
形状が不適切、衝突時に外れる�

ブレーキランプの赤色
が退色するという変わ
り種のリコール

目立たないが、トヨタ車
の採用が多い警察車で
もリコールは出ている

「欠陥放置」で3人が書
類送検されたのはこの
リコール。人身事故
1件発生

大人気の「プリウス」
でもリコール。洗車を
繰り返すとエンジンル
ームに水が入り不調に



が
違
っ
た
と
言
う
。「
１
回
目
に
出
向
し

た
と
き
は
夜
の
７
時
が
定
時
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
で
（
編
集
部
注：

ト
ヨ
タ
の
定
時

は
８
時
半
〜
17
時
半
）、
和
気
藹あ

い

々あ
い

と
や

っ
て
い
た
。
し
か
し
２
度
目
に
出
向
し
た

と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
夜
の
10
時
以

降
ま
で
残
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
。
み
ん

な
余
裕
が
な
く
、
職
場
の
雰
囲
気
も
ギ
ス

ギ
ス
し
て
い
て
、
上
司
も
部
下
に
強
く
当

た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
昼
休
み
も
寝

不
足
を
取
り
戻
す
た
め
に
寝
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
」「
み
ん
な
自
分
の
仕
事
を
こ

な
す
の
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
部
下
を
指
導

し
て
い
る
余
裕
な
ん
て
ま
っ
た
く
な
い
。

業
務
の
拡
大
・
技
術
の
高
度
化
が
あ
ま
り

に
も
速
す
ぎ
て
、
リ
ソ
ー
ス
が
と
て
も
つ

い
て
い
か
な
い
状
況
だ
っ
た
」。

あ
る
下
請
け
部
品
メ
ー
カ
ー
が
品
質
問

題
を
分
析
し
た
内
部
資
料
（
左
�
）
に
も
、

「
急
激
な
増
産
に
現
場
が
対
応
で
き
ず
ミ

ス
が
多
発
し
て
い
る
」
と
ハ
ッ
キ
リ
書
か

れ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
の
急
成
長
路
線
に
は

今
、
品
質
問
題
と
い
う
形
で
黄
信
号
が
と

も
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
品
質
問
題
は
も

っ
と
増
え
る
し
、
訴
訟
だ
っ
て
出
続
け
る

と
思
う
」。
系
列
部
品
メ
ー
カ
ー
の
若
手

社
員
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
行
く
末
が
心

配
で
な
ら
な
い
。「
今
み
た
い
に
人
を
苛

酷
に
使
う
仕
事
の
や
り
方
を
続
け
て
い
た

ら
、
そ
の
う
ち
誰
も
つ
い
て
こ
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
よ
」。

次
々
に
浮
上
す
る
現
場
か
ら
の
異
変
。
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03年�
2月27日

02年�
10月24日

02年�
10月1日

02年�
10月1日

02年�
8月1日

02年�
7月11日

02年�
4月4日

01年�
11月6日

01年�
7月3日

01年�
5月29日

01年�
4月5日

01年�
3月29日

01年�
2月1日

00年�
10月19日

00年�
10月19日

00年�
9月12日

00年�
5月23日

00年�
4月13日�

02年1月～�
03年1月

97年12月～�
99年3月

00年10月～�
02年4月

99年6月～�
02年6月

00年11月～�
00年12月

00年5月～�
01年3月

85年12月～�
91年12月

01年3月～�
01年10月

2001年5月�

97年12月～�
98年12月

95年5月～�
99年6月

00年9月～�
01年2月

85年9月～�
00年10月

96年10月～�
99年12月

96年10月～�
99年12月

96年7月～�
99年8月�

99年6月～�
00年4月

99年7月～�
00年3月�

9,261

16

397,263

24,279

5

36,411

147

3,345

771

31,115

10,668

561

8,693

14,066

1,714

8,130

28
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○�

○�

�

○�

�

○�

�

○�

○�

�

�

�

�

�

�

パワステ�

エアバッグ�

ブレーキ�

ステアリング�

エアバッグ�

燃料ポンプ�

ステアリング�

�

シートベルト�

排ガス減少装置�

動力伝達装置�

ブレーキ�

�

手動変速機�

�

保安灯火�

�

�

�

駆動用ベルト組み付け張力に
過大なものあり、火災のおそれ�

膨張装置内の組み付けに不適
切なものあり、十分に開かない�

後輪ブレーキパイプ形状不適
切、厳寒時に雪が氷結・干渉�

ギアボックス固定ブラケット
の形状が不適切、損傷する�

膨張装置内の部品溶接部に不
適切なものがあり、開かない�

取り付け部の摩擦抵抗過大、
徐々に気密性低下し燃料漏れ�

油圧制御装置の加工不良、フェ
ールセーフ機能の制御不適切�

ベルト取り付け部の強度不足、
衝突時荷重に耐えられない�

空燃比センサの内部配線が
外れ、排出ガス基準値を超え

プロペラシャフト中間軸受け保
持金具の強度不足、破損する�

ブレーキパイプを組み付け時
に変形、損傷するおそれ�

アルファード�

�

�

ライトエース�

スプリンターカリブ�

RAV4、オーパ�

タウンエース、ダイハツ・デルタ�

エスティマハイブリッド�

カローラスパシオ�

ハリアー、ウィンダム�

ダイナ�

カローラフィールダー、カローラ�

�

�

�

�

ライトエース、タウンエース（MT車）�

コースター、メガクルーザー�

セルシオ、カルディナ、コロナ、プリ
ウス、ターセル、スターレット�

ヴィッツ、プラッツ、WiLL、ファンカ
ーゴ、bB

ブレーキ（コンピ
ュータ）�

スタビライザブラケットの強度不
足、破損しブレーキパイプ損傷�

配線取り回しが不適切、後部灯
火類の一部が点灯しなくなる�

シフト機構取り付け部の強度
に余裕がなく破損、操作不能に�

プログラム不適切、停車時に
エンジン回転数が高くなる�

ハイエースクイックデリバリー、ク
イックデリバリー�

クラウンパトロールカー、クラウン
道路巡回車�

ダイナ、ダイハツ・デルタ、日野・レ
ンジャー�

サスペンションア
ーム／ロッド�

シフトレバー／�
ペダル�

サスペンションア
ーム／ロッド�

エンジン（コンピ
ューター�

ダイナ、ダイハツ・デルタ、日野・レ
ンジャー�

シフトケーブルの加工が不適
切、損傷し、シフト操作不能に�

ボールジョイント保持金具のかし
めに不十分なものあり、外れる�

交換修理用ステアリングシャフト
接合部溶接に不適切なものあり�

届出日� 車種� 不具合装置�
対象台数�
（台）� 製造期間� 内容�

設計�
ミス�

製造�
不良�

（注）対象台数が無記入の部分は、同日届出の他の不具合の台数にまとめて集計されているため�
（出所）国土交通省資料を基に、東洋経済が作成。00年度～06年5月末を対象に整理・分析�

火災事故　3件発生

高級車「セルシオ」と
いえどもエアバッグ部
品は小型車「スターレ
ット」と共通化されて
いる

ブレーキパイプ形状の
不適切で厳寒時に雪が
氷結するという変わり
種のリコール

排ガス基準値を超えてし
まうという環境基準をベ
ースとしたリコール

組み付け時にブレーキ
パイプを変形させてし
まった生産現場のミス

物損事故　1件発生



特集／トヨタが疲れている!!

各
所
に
渦
巻
く
急
成
長
へ
の
懸
念
。
し

か
し
そ
れ
で
も
、
慢
心
を
恐
れ
る
経
営
ト

ッ
プ
は
、
進
撃
の
手
綱
を
緩
め
よ
う
と
は

し
な
い
。
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
猛
然
と

突
き
進
む
ト
ヨ
タ
。
そ
の
先
に
は
、
い
っ

た
い
何
が
待
ち
構
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
は
品
質
神
話
崩
壊
の
リ
ス
ク
だ
。

今
の
ト
ヨ
タ
が
ム
リ
に
ム
リ
を
重
ね
て
急

成
長
を
成
し
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ

う
の
な
い
事
実
。
販
売
規
模
の
拡
大
に
連

動
す
る
形
で
リ
コ
ー
ル
（
品
質
問
題
）
が

今
後
、
史
上
最
悪
レ
ベ
ル
を
更
新
し
続
け

て
い
っ
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
不
思
議

で
は
な
い
。
そ
し
て
、
万
が
一
、
品
質
問

題
の
拡
大
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、
そ

れ
は
ト
ヨ
タ
の
高
品
質
イ
メ
ー
ジ
を
毀
損

し
、
ト
ヨ
タ
の
存
立
基
盤
そ
の
も
の
を
確

実
に
お
び
や
か
す
。
95
年
に
始
ま
っ
た
怒

濤
の
快
進
撃
を
経
て
、
ト
ヨ
タ
が
今
、
一

つ
の
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は

間
違
い
な
い
。

=

敬
称
略=

リコールシェアも急上昇  ―リコール全体におけるシェア―�

2001年�
国内販売�
シェア�
42.1%

国内販売�
シェア�
17.9%

国内販売�
シェア�
14.9%

国内販売�
シェア�
18.4%

国内販売�
シェア�
11.8%

3.5% 3.6%

1.4%

11.9%
21.9

%

国内販売�
シェア�
44.0%

34.0
%

2005年�

トヨタ� 日産� ホンダ�

（出所）国土交通省、日本自動車販売協会連合会�

下請け部品メーカーも、品質問題を分析�

（出所）系列部品メーカーの内部資料を東洋経済が編集�

●トヨタでも、レクサスなどの車種でリコールが起こっている�
●品質に対する要求がより高度化�
●品質最優先で仕入先を評価する傾向にある�
●不具合品質調査の依頼が、５年前の２倍超に達している�
●製造要因のリコールが３分の1を占めており、�
 特に作業工程に関するものが多い�
●些細な作業工程の不備でもリコールにつながる�
�
�
●検査体制の弱さにより、外観見逃しが多い�
●急激な増産に対する作業者、監督者不足のため、�
 従業員への負荷が増大�
●管理監督者の管理スパンが急増�
●ベテラン管理者、作業者の退社により�
 現場管理が弱い�
●２次３次仕入先の指導力不足、�
 設備能力不足�
●現場管理体制の弱さによる�
 異常処置ミスが多発�

自動車メーカーの動き�1

部品メーカーの動き�2

現場の残業、休出が増加。
期間工も増えミスが拡大
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